











































論ではここで行われる行為を “ なぐり描き ” と呼び、またそれによりできる絵を “ なぐり描
き画 ” と呼ぶ。
　そして、それらの中から何か具体的なものがひとつ浮かび上がり見出されること、すなわ









ている。（projection には “ 投影 ” と “ 投映 ” の２種類の表記がある。どちらが適切かには議






決定するような場合である。つまり “ あいまい ” である場合である。そして、構成されてい































































































































ぶこと ” の重要性を示し、それに役立つ方法の一つにすぎないものだけれども、として、“ ス

































































































































動が島を成したといえる。ここでは描線段階は “ 画く ” という運動に、“ 鳴らす ” という音









あったと思われる。もし二神にセンスや力がなく、初めから “ 固め成す ” ことのみを念頭に
置きすぎて行為したとしたら、ごろごろと画き鳴らすことをしただろうか。そして、島は生
じただろうか。畏れ多くも神々に対し、そのような心配は無用かもしれないが、なにはとも



















































（岸本，2005）ということと重なる。これは静かなことのようだが、“ 温め ” るとか “ 成熟過程 ”
といった言葉に示されているように、自家発酵的なプロセスを大事にすることであり、むし
ろ生じる力動をおさえず生かすやり方である。そしてなぐり描くことは、その発酵プロセス









　ケロッグ（1969/1998）は世界各国の幼児の “ なぐり描き様 ” の絵画を膨大に収集し詳細
な検討を行っている。ケロッグはその中で幼児の絵画に見られる形にはあるいくつかのパ





り描かれるものを “ ダイアグラム ”、またそれらの二つ、あるいは三つ以上の組み合わせで
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Possibilities in the “Nagurigak i” method (Scribble method or Squiggle game).
　　In this study, I explored the more and the original possibilities of the “Nagurigak i” method 
（Scribble method, or Squiggle game） in psychotherapy． In the “Nagurigaki ” method（s）, 
generally, the ambiguity of the picture is considered to cause projection． However, there 
are the other important possibilities of development in doing scribble （or squiggle）． So the 
possibilities in the “Nagurigaki ” method are not only projection but also the other possibilities． 
In this study, I suggested the importance of doing scribble （or squiggle） through presentation 
of one episode that described a scene of create the island in Japanese myth． I also considered 
about the changing of the form in child drawing that was showed in Kellogg（1969/1998）． 
These considerations suggested that the movement of doing scribble （or squiggle） produce 
important something by itself． And I also showed that doing scribble （or squiggle） has a 
possibility of reaching to the integration by itself． And by these considerations, I suggested the 
risk of using the “Nagurigaki ” method as the established method in the psychotherapy．
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